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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一価アルコール、多価アルコール、及びグリコールエーテルからなる群より選ばれる溶
剤、顔料、染料、及び顔料と染料との混合物からなる群より選ばれる色材、樹脂、さらに
、オレフィン系ワックス再析出粒子分散体を含んで成る油性インキ組成物であって、前記
オレフィン系ワックス再析出粒子分散体が、一旦、６０℃～２５０℃の間で当該オレフィ
ン系ワックスを相溶又は溶解させることができるモノテルペン系溶媒又は液状テルペン系
樹脂に溶解させたあと、前記溶剤に析出させたものであることを特徴とする油性インキ組
成物。
【請求項２】
　前記オレフィン系ワックス再析出粒子分散体の配合量が、オレフィン系ワックスの固体
分量として、インキ組成物の全質量に対して０．００１％～３０％である請求項１記載の
油性インキ組成物。
【請求項３】
　前記溶剤が、２５℃で０．００１ｍｍＨｇ以上の蒸気圧を有しており、インキ組成物中
の全溶剤の５０％以上を占めている請求項１又は２に記載の油性インキ組成物。
【請求項４】
　前記溶剤が、２５℃で０．１ｍｍＨｇ以上の蒸気圧を有しており、インキ組成物中の全
溶剤の５０％以上を占めている請求項３記載の油性インキ組成物。
【請求項５】
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　前記溶剤が下記に示す構造式（１）： 
【化１】

で表される請求項３又は４記載の油性インキ組成物。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項記載のインキ組成物を用いる筆記具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、油性インキ組成物、特に、油性サインペン、油性ボールペン等の油性インキ
組成物に関し、また、本発明はそのような油性インキ組成物を用いた筆記具に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　油性サインペンや油性ボールペン等の筆記具及び机上用品等の油性インキ組成物に添加
する配合剤としてワックスを添加することが行われている。ワックスは、その溶解性、界
面膜形成能力を利用して、種々の目的で筆記具用インキに用いられている。そのような例
としては、特開平１１－３３５６１２号公報、特開２００１－２４０７８８号公報、特開
２００３－２１３１６２号公報及び特開平１１－９２７０６号公報等がある。
【０００３】
　特開平１１－３３５６１２号公報には、速乾性油性マーキングペンのキャップを外した
ままで放置した場合のドライアップを防止するために、酸化ワックスをインキ組成物に添
加することが記載されている。酸化ワックスのインキ組成物への添加方法は単なる混合に
よるものである。
【０００４】
　特開２００３－２１３１６２号公報には、修正具としての筆記具のペン先の乾燥防止の
ために、修正液組成物にパラフィンワックス類を添加することが記載されている。ここで
のインキ組成物への添加方法は、単にパラフィンワックスを溶解させた後、そのまま修正
液組成物に混合させるというものである。
【０００５】
　特開平１１－９２７０６号公報には、ボールペン用油性インキ組成物に、融点が６０℃
～１００℃のワックス、特にカルナウバワックスやモンタン系ワックス等を添加すること
により筆記感を向上させることが記載されているが、具体的な添加方法は記載されていな
い。
【０００６】
　ポリエチレンワックス等を含めて、ワックス系物質を筆記具に使用する場合、その界面
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膜形成能力の存在及びワックスを溶解させる配合方法等の点から、油性インキ組成物中に
これらのワックスを均一に混合させることは困難であった。
　また、この界面膜形成能力の存在、又は溶存状態によっては、経時的に、あるいは寒暖
差により、保存中のインキの気液界面等にワックス膜が発生したり、また、インキ内の原
材料と相互作用して沈降物を生成する場合がある。さらには、ワックスのインキ溶剤への
濡れ性が悪いことから、ワックスの継紛状化又は沈降が発生する等の問題が多かった。
【０００７】
【特許文献１】特開平１１－３３５６１２号公報
【特許文献２】特開２００１－２４０７８８号公報
【特許文献３】特開２００３－２１３１６２号公報
【特許文献４】特開平１１－９２７０６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　通常、油性インキ組成物にワックスを導入すると、ワックスは膜を形成する。この膜は
インキ組成物にとっては異物となってしまう。したがって、インキ組成物中で、膜を形成
しないように、ワックスを分散させることが行われる。筆記具用油性インキ組成物にワッ
クス系物質を使用した場合の上述した種々の問題は、このインキ組成物中に分散されたワ
ックス分散体の安定性が悪いことに起因するものであることがわかった。
　本発明の目的は、書き出し時にカスレを生じないで滑らかな筆感を付与するために添加
したオレフィン系ワックス分散体を含むインキ組成物において、経時的な安定性を格段に
向上させた油性インキ組成物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者は、上記課題を達成するために鋭意研究した結果、以下に示す特徴を有する油
性インキ組成物によりこれらの課題を解決できることを見いだし、本発明を完成した。
【００１０】
　本発明は、一価アルコール、多価アルコール、及びグリコールエーテルからなる群より
選ばれる溶剤、顔料、染料、及び顔料と染料との混合物から成る群より選ばれる色材、並
びに樹脂を含んで成る油性インキ組成物であって、さらに、オレフィン系ワックス再析出
粒子分散体を含むことを特徴とする油性インキ組成物である。
【００１１】
　また、本発明のもう一つの態様は、上述の油性インキ組成物を用いた筆記具である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の油性インキ組成物は、配合されたオレフィン系ワックス粒子分散体が非常に安
定しているので、インキ保存時における寒暖の差による気液界面でのワックス膜の発生が
抑制される。またインキ内の原材料とワックス粒子との相互作用による沈殿物の発生等が
無いので、インキの経時的な安定性を格段に向上させる。さらには、ワックスのインキ溶
剤への濡れ性が良いことから、ワックスの継紛状化又は沈降が発生しない。
【００１３】
　さらに上述の利点に加えて、本発明の油性インキ組成物はオレフィン系ワックス分散体
を添加したことにより、
・筆記性の向上（筆記する上のスティック性Ｕｐ）
・ペン先を下にした場合のペン先端でのインキ付着性（直流性）の抑制
・筆記時、過剰なインキがペン先や描線に付着又は転写される現象（ボテ性）の抑制
等の効果を有することができる。
【００１４】
　また、ワックス粒子を予め粉体にして溶剤又は油性インキ組成物に添加する場合と異な
り、溶剤中で析出させて直接に粒子化して分散体を形成させるので、製造工程が少なく油
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性インキの製造上有利である。
【００１５】
　さらに、本発明のインキ組成物に用いるオレフィン系ワックス再析出粒子分散体は、油
性インキ組成物中で他の成分と相互作用して経時的に凝集、沈降を生じることがなく、非
常に安定であるので、外観視認性を付与する添加剤としても機能することが思いがけず見
いだされた。「外観視認性」とは、インキ外観色がその描線色と一致した色を呈すること
をいう。インキの色材が染料の場合、通常、インキ外観色は殆ど黒色に近い暗色であり、
インキ外観色は描線色とは大きく異なって見え、外観視認性が非常に悪い状態となる。イ
ンキ外観色と描線色とが比較的一致した色を呈するため（即ち、「外観視認性」を有する
ため）には、従来、一般的に、添加物として白色エマルションや粒子を油性インキ中に配
合することが行われているが、インキ溶剤として中間極性溶剤を用いる場合は多くの問題
がある。本発明の油性インキ組成物では、そのような外観視認性付与のための特定の添加
物を用いなくても良好な外観視認性を有するという利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明の油性インキ組成物に用いることができるオレフィン系ワックスは、７０℃以上
かつ２００℃以下の滴点を有しているワックスである。ここで滴点とは、ワックスを規定
の容器で加熱した場合、高温で液状になり滴下し始める温度である。オレフィン系ワック
スの具体的な例としては、ポリエチレンワックス、ポリプロピレンワックス、低分子量ア
イオノマーワックス、ポリ四フッ化エチレンワックスが挙げられる。特に好ましいオレフ
ィン系ワックスは、ポリエチレンワックス及びポリプロピレンワックスである。
【００１７】
　本発明に用いることができるポリエチレンワックスの具体的な例としては、例えば、三
井化学株式会社製の３０２００Ｂ（エチレンブテンコポリマー）、同２２０３Ａ、同１１
０５及び同４５１９２ＢＡ（カルボン酸変性エチレンブテンコポリマー）、並びに同ＨＷ
２６５０２ＰＥ（酸化タイプのエチレンプロピレンコポリマー）があり、またＨｏｎｅｙ
　Ｗｅｌｌ社製のＡ－Ｃ６及び６Ａ、Ａ－Ｃ８及び８Ａ、Ａ－Ｃ９及び９Ａ、Ａ－Ｃ６１
７及び６１７Ａ、並びにＡ－Ｃ６２９及び６２９Ａがある。更には、具体例としてヤスハ
ラケミカル社製のネオワックスＬＡ（融点１０５℃）等も挙げられる。
【００１８】
　さらに、酸化処理されて極性基が導入されているか、又はアクリル酸共重合、酢酸ビニ
ル共重合、酸化共重合、もしくは無水マレイン酸共重合されている、ポリエチレンワック
ス及びポリプロピレンワックスも好ましい。
　本発明に係る分散体調製手順によって得られるオレフィン系ワックス分散体は、分散粒
子の径が１０nm～５０μmである。
【００１９】
　本発明の油性インキ組成物に用いるオレフィン系ワックスを溶解させる非極性媒体は、
その後の析出工程を考慮すると以下の条件を満たすものである。
（１）　６０℃～２５０℃の間の温度で前記オレフィン系ワックスと相溶する媒体、
（２）　グリコールエーテル性水酸基を有する溶剤と相溶する媒体、
（３）　０℃以上且つ５０℃以下の温度で、前記オレフィン系ワックスの溶解度が１０質
量％以下である媒体、及び
（４）　１５０℃以上の沸点を有する媒体。
【００２０】
　６０℃のより低い温度でオレフィン系ワックスと相溶する媒体は、通常の室内環境でも
溶解する場合があり、２５０℃より高い温度で相溶する媒体は再析出させて粒子化する操
作及び使用する分散媒としての溶剤の性質を考慮すると高温過ぎて危険を伴う。また、極
性が中間的な溶剤であるアルコール性水酸基を有する溶剤に相溶することは、その後の析
出工程で当該非極性媒体を析出した粒子から溶剤へ移行し易くする。０℃以上且つ５０℃
以下の温度で、オレフィン系ワックスの溶解度が１０質量％以下であるという条件は、本
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来溶解し難い状態にしておくことにより再析出粒子化時に粒子化し易くするためである。
さらに、オレフィン系ワックスを溶解させる際の作業上の安全性を確保するためには当該
媒体の沸点は１５０℃以上であるのが望ましい。
【００２１】
　本発明の筆記具用分散体に用いることができる非極性媒体の例は、モノテルペン系溶媒
又は液状テルペン系樹脂である。テルペン類としては、常温で液体のモノテルペン類が好
ましい。モノテルペンは、環式モノテルペン、非環式モノテルペンのいずれでもよい。
【００２２】
　モノテルペン系溶媒の具体的な例としては、以下のものが挙げられる。ピネン（２環式
モノテルペン）、例えば、ヤスハラケミカル社製の商品名α―ピネン及びβ－ピネン、ミ
ルセン（非環式モノテルペン）、リモネン（単環式モノテルペン）、例えば、ヤスハラケ
ミカル社製の商品名Ｄ－リモネンＮ、テルピノレン（単環式モノテルペン）、例えば、ヤ
スハラケミカル社製の商品名ターピノーレン、シネオール（２環式モノテルペン）、例え
ば、ヤスハラケミカル社製の商品名シネオールＤ及びシネオールＣ、アネトール（単環式
モノテルペン）、例えば、ヤスハラケミカル社製の商品名アネトールＧ及びアネトールＵ
、テルピネオール（単環式モノテルペン）、例えば、ヤスハラケミカル社製の商品名ター
ピネオール、ぺリラ油（単環式モノテルペン）、例えば、ヤスハラケミカル社製の商品名
ペラオイル。
【００２３】
　液状テルペン系樹脂の例としては、ヤスハラケミカル社製の商品名ダイマロン（テルペ
ン低重合体）、商品名ダイマーレジン（変性テルペン低重合体）、商品名ＹＳオイルＤＡ
（テルペン低重合体）が挙げられる。
　また、それら以外としては日本テルペン化学（株）社製の n-Bomeol、dl-Camphor、I-C
arveol、I-Carvyl acetate、Caryophylene、Caryopyllene oxide、1,4-Cineole、1,8-Cin
eole、Citronellal、I-Citroncol、p-Cymene、d-Dihydrocarveol、I-Dihydrocarveol、d-
Dihydrocarvone、d-Dihydrocarvyl acetate、I-Dihydrocarvyl acetate、Dihydroterpine
ol、Dihydroterpinyl acetate、Dimal H、Elemene、Eugenol、β-Famesene、Isobornyl a
cetate、Isobornyl cyclohexanol、d-Limonene、I-Limonene、d-Limonene oxide、I-Limo
nene oxide、Linalool oxide furanoid、Linalool oxide pyranoid、p-Menthane、I-Ment
hol、I-Menthone、β-Myrcene、Myrtenal、Myrtenol、Myrtenyl acetate、I-perillyl al
cohol、I-Perillyl acctate、3-Octanol、3-Octyl acetate、I-Pcrillaldehyde、α-Pine
ne、β-Pinene、α-Pinene oxide、d-Puregone、dl-Rose oxide、Sobrerol、α-Terpinen
e、γ-Terpinene、Terpineol C、α-Terpineol、I-α-Terpineol、4-Terpineol、Terpino
lene、α-Terpinyl acetate、Verbenol、Verbenone、3-Carene、Carane oxide、Terusolv
e DTO-210、Terusolve THA-90、Terusolve THA-70、Terpinyloxy ethanol、Dihydroterpi
nyloxy ethanol、Terpinyloxy methylether、Dihydroterpinyl methylether、等があり、
それらを主成分とした製品類等が挙げられる。
【００２４】
　上述したオレフィン系ワックスを溶解した媒体からワックス粒子を析出させるのに用い
ることができる溶剤は、一価アルコール、多価アルコール、及びグリコールエーテルから
なる群より選ばれる溶剤である。特に、７０℃以上の沸点を有するものが好ましい。これ
は製造作業時の取り扱いの危険性を回避するためである。
【００２５】
　一価アルコール類としては、例えば、炭素数が２以上の脂肪族アルコールであり、エタ
ノール、ｎ－プロパノール、イソプロパノール、ｎ－ブタノール、イソブタノール、ｔｅ
ｒｔ－ブチルアルコール、１－ペンタノール、イソアミルアルコール、ｓｅｃ－アミルア
ルコール、３－ペンタノール、ｔｅｒｔ－アミルアルコール、ｎ－ヘキサノール、メチル
アミルアルコール、２－エチルブタノール、ｎ-ヘプタノール、２－ヘプタノール、３－
ヘプタノール、ｎ－オクタノール、２－オクタノール、２－エチルヘキサノール、３，５
，５－トリメチルヘキサノール、ノナノール、ｎ－デカノール、ウンデカノール、トリメ
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チルノニルアルコール、テトラデカノール、ヘプタデカノール、シクロヘキサノール、２
－メチルシクロヘキサノールやその他多種の高級アルコール等が挙げられる。
【００２６】
　また、多価アルコールとしては、エチレングリコール、ジエチレングリコール、３－メ
チル－１，３ブタンジオール、トリエチレングリコール、ジプロピレングリコール、１，
３プロパンジオール、１，３ブタンジオール、１，５ペンタンジオール、ヘキシレングリ
コール、オクチレングリコール等の分子内に２個以上の炭素、２個以上の水酸基を有する
多価アルコールが挙げられる。
【００２７】
　グリコールエーテルとしては、メチルイソプロピルエーテル、エチルエーテル、エチル
プロピルエーテル、エチルブチルエーテル、イソプロピルエーテル、ブチルエーテル、ヘ
キシルエーテル、２－エチルヘキシルエーテル、エチレングリコールモノヘキシルエーテ
ル、エチレングリコールモノ－２－エチルブチルエーテル、エチレングリコールモノメチ
ルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエ
ーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエ
ーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、トリエチレングリコールモノブチル
エーテル、テトラエチレングリコールモノブチルエーテル、３－メチル－３－メトキシ－
１－ブタノール、３－メトキシ－１－ブタノール、プロピレングリコールモノメチルエー
テル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノプロピルエ
ーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコール－ｔｅｒｔ－
ブチルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ジプロピレングリコール
モノエチルエーテル、ジプロピレングリコールモノプロピルエーテル、ジプロピレングリ
コールモノブチルエーテル、トリプロピレングリコールモノメチルエーテル、トリプロピ
レングリコールモノブチルエーテル、テトラプロピレングリコールモノブチルエーテル等
が挙げられる。
【００２８】
　特に好ましいのは次の化学式１に示されるような溶剤である。
　化学式１：

【化１】

【００２９】
　化学式１を有する溶剤として、例えば、プロピレングリコールモノメチルエーテル、１
，３ブタンジオール、３－メトキシ－１－ブタノール、３－メチル－３－メトキシ－１－
ブタノール等が挙げられる。
【００３０】
　本発明の油性インキ組成物に用いるオレフィン系ワックスを溶剤中に析出させて粒子化
する際又は分散させる際には分散剤を用いることができる。そのような分散剤は、特に、
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界面活性剤又はポリマー樹脂である。
【００３１】
　好ましい界面活性剤は、分子内に、ポリオキシエチレン（ＰＯＥ）もしくはポリオキシ
プロピレンを反復単位５～３００で有するか、又は分子内にポリオキシエチレン及びポリ
オキシプロピレンを併用して反復単位５～３００で有するポリマー物質である。
【００３２】
　分散剤として用いることができる界面活性剤の具体的な例は、ソルビタン脂肪酸エステ
ル類、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル類、ポリオキシエチレンソルビット
脂肪酸エステル類、グリセリン・ポリグリセリン脂肪酸エステル及び酢酸エステル類、プ
ロピレングリコール脂肪酸エステル類、グリセリン・プロピレングリコール脂肪酸エステ
ルの酸化エチレン誘導体、ポリオキシエチレンアルキルエーテル類、ポリオキシエチレン
ポロオキシプロピレンアルキルエーテル類、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテ
ル類、ポリオキシエチレンヒマシ油・硬化ヒマシ油誘導体類、ラノリン・ミツロウ誘導体
、ポリオキシエチレンアルキルアミン及び脂肪酸アミド類、並びにそれらの誘導体を用い
ることができ、市販のものを用いてもよい。
　界面活性剤を添加する場合、その量はワックス粒子を形成するために使用するオレフィ
ン系ワックスの質量に対して２倍量以下である。
【００３３】
　分散剤としてポリマー樹脂を用いる場合は、２５℃で上述したワックス粒子を析出させ
る溶剤に５％以上溶解するポリマー樹脂である。好ましいポリマー樹脂は、グリコモノエ
ーテルに１０質量％以上溶解する、ケトン樹脂、スチレン樹脂、スチレン－アクリル樹脂
、テルペンフェノール樹脂、ロジン変性マレイン酸樹脂、ロジンフェノール樹脂、アルキ
ルフェノール樹脂、フェノール系樹脂、スチレンマレイン酸樹脂、ロジン系樹脂、アクリ
ル系樹脂、尿素アルデヒド系樹脂、マレイン酸系樹脂、シクロヘキサノン系樹脂、ポリビ
ニルブチラール、ポリビニルピロリドン等に代表される樹脂である。これらのうち、特に
好ましいポリマー樹脂は、スチレン－アクリル樹脂、ケトン樹脂、マレイン酸系樹脂及び
フェノール系樹脂等である。ポリマー樹脂を添加する場合、その量はワックス粒子を形成
するために使用するオレフィン系ワックスの質量に対して等倍量以下である。
【００３４】
　本発明の油性インキ組成物に用いるオレフィン系ワックス分散体の調製例としては、ワ
ックス粒子形成用のオレフィン系ワックスとして滴点が１００℃以上の、例えばポリエチ
レンワックス又はポリプロピレンワックスを用意し、これを非極性媒体、例えば液状テル
ペン樹脂と一緒にして７０℃～１６０℃の温度範囲に加熱して、攪拌することにより固体
のワックスを溶解させる。この溶液を７０℃～１００℃に冷却する。そして、同じように
７０℃～１００℃に加熱したグリコールエーテルと相溶可能な溶剤、例えば、３－メトキ
シ，３－メチル，１－ブタノールを、このワックス溶液に徐々に添加する。この際、３－
メトキシ，３－メチル，１－ブタノールに予め表面被覆用分散剤ＰＯＥ（５）アルキルア
ルコールを所定量溶解させておく。ワックス溶液に徐々に添加すると、溶解していたオレ
フィン系ワックスが３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール中に析出して粒子化し、
分散体が得られる。更に、放置して冷却して温度を下げながら撹拌を続ける。表面被覆用
分散剤ＰＯＥ（５）アルキルアルコールはこの時に添加することもできる。以上の手順で
オレフィン系ワックス分散体を得ることができる。
【００３５】
　本発明の油性インキ組成物に用いる溶剤は、ワックス分散体を調製するために使用する
溶剤と同じタイプである。従って、本発明の油性インキ組成物に用いるインキ溶剤は、一
価アルコール、多価アルコール、及びグリコールエーテルからなる群より選ばれる溶剤で
ある。インキ溶剤として、一価アルコール、多価アルコール、及びグリコールエーテルか
らなる群より選ばれる溶剤がインキ総量に対して５０～１００質量％であり、主溶剤であ
る。
【００３６】
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　本発明のインキ組成物に用いる溶剤は、２５℃での蒸気圧が２５℃で０．００１ｍｍＨ
ｇ以上の蒸気圧を有するものであり、より好ましくは０．１ｍｍＨｇ以上の蒸気圧を有す
るものである。
　蒸気圧が低すぎると油性インキ組成物として紙面に筆記した際に描線乾燥性、裏抜け等
の問題が発生する。蒸気圧が高すぎるとボールペンとした際にペン先から溶剤が揮発し、
初筆性が悪くなり、筆記不能の原因となる。また、ペン後端部にインキ追従体を置き直接
揮発を抑制したとしても経時的に溶剤がインキ追従性を透過しインキの物性が変化する不
具合が発生する。
　なお、本発明の油性インキ組成物を用いたボールペンにおいては、上述した好適溶剤を
使用したとしてもペン後端部からインキ溶剤の揮発を抑制し、インキ溶剤の吸湿を抑制す
るためにインキ追従体をインキリフィル後端部に充填することが好ましい。
【００３７】
　本発明の油性インキ組成物に使用可能な溶剤具体例は、オレフィン系ワックス分散体の
ところで記載したものと同じである。
　これらの溶剤が、溶剤の蒸気圧に起因する油性インキ組成物の性能面、安全性及び経口
毒性等の点から好ましい。
【００３８】
　本発明の油性インキ組成物に使用する染料としては、使用する染料がオレフィン系ワッ
クス分散体を破壊しないものであれば一般的な油性インキ組成物に使用されているいずれ
の染料も使用することができる。それらの染料の例としては、通常の染料インキ組成物に
用いられる直接染料、酸性染料、塩基性染料、媒染・酸性媒染染料、酒精溶性染料、アゾ
イック染料、硫化・硫化建染染料、建染染料、分散染料、油溶染料、食用染料、金属錯塩
染料、造塩染料、樹脂に染料を染着した染料等の中から任意のものを使用することができ
る。これらの中で、造塩染料、樹脂に染料を染着した染料等が好ましい。染料の配合量は
、インキ総量当たり１～５０質量％の範囲となることができる。
【００３９】
　一般的な油性インキ組成物に使用されている造塩染料としては、パリファーストカラー
（登録商標、オリエント化学工業（株）製）、アイゼンスピロン染料、アイゼンＳＯＴ染
料（登録商標名、保土谷化学工業（株）製）がある。
　樹脂に染料を染着した染料としては、ｋｅｉｋｏ－Ｃｏｌｏｔ　ＭＰＩ－５００シリー
ズ、ｋｅｉｋｏ－Ｃｏｌｏｔ　ＭＰＩ－５００Ｃシリーズ、ｋｅｉｋｏ－Ｃｏｌｏｔ　Ｎ
ＫＳ－１０００シリーズがある。
【００４０】
　本発明の油性インキ組成物には、分散体、染料以外にボールペンの筆記性能を向上する
ための色剤、樹脂、界面活性剤、補助溶剤等を添加することが可能である。さらには油性
インキ組成物に悪影響を及ぼさず相溶することができる防錆剤、防徽剤、潤滑剤及び湿潤
剤等を配合することがでる。
　補助溶剤としては、脂肪族系の溶剤だけでなく、芳香族系の溶剤も使用可能である。特
に、ベンジルアルコール、エチレングリコールモノフェニルエーテルは染料の溶解助剤と
して有効であるため、補助溶剤として使用すると好ましい場合がある。
【００４１】
　本発明の筆記具は、具体的には、油性サインペン、油性ボールペン等が挙げられる。油
性ボールペンの場合、ボール、チップホルダーからなるペン先、インキ収容管、チップと
該収容管をつなぐ継ぎ手、ペン軸等から構成され、前記インキ収容管に本発明のインキ組
成物を充填したものとなることができる。
【００４２】
　本発明のインキ組成物をボールペンに用いる場合には、インキ追従体をボールペンリフ
ィル後端部に付与することが好ましい。使用する溶剤は揮発性があるので、揮発防止、吸
湿性防止、インキ漏れ防止としてインキ追従体を添加するものである。
【実施例】
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【００４３】
　以下実施例により本発明を更に具体的に説明するが、本発明は、この実施例によって限
定されるものではない。また例中で示したパーセントはいずれも質量％である。インキの
調製として使用するオレフィン系ワックス再析出粒子分散体は予め調製し、ガラス瓶に密
栓しておく。
【００４４】
　（実施例１～４０）及び（比較例１～３２）は以下の通りである。また、下記例ではオ
レフィン系ワックス再析出粒子分散体と評価用インキ組成物とを各々所定量添加し、４０
℃以上の恒温槽にて混合し最終インキ組成物とした。
【００４５】
＜オレフィン系ワックス再析出粒子分散体－１＞
　オレフィン系ワックス：ＡＣ－９Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６．０％
　オレフィン系ワックス溶解媒体：ＹＳオイルＤＡ　　　　　　　　　　　　３０．０％
　グリコールエーテルと相溶可能な溶剤：３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５８．０％
　表面被覆用分散剤：ＰＯＥ（４０）ラノリンアルコール　　　　　　　　　　６．０％
【００４６】
　オレフィン系ワックス再析出粒子分散体－１を以下の手順で調製した。
　オレフィン系ワックスＡＣ－９Ａとこのオレフィン系ワッスを溶解させるための媒体Ｙ
ＳオイルＤＡを、所定量容器に入れる。これを７０～１６０℃の範囲で加熱撹枠する。そ
の後、冷却して７０～１００℃程度に温度調節する。そして、溶剤３－メトキシ，３－メ
チル，１－ブタノールに、分散剤ＰＯＥ（４０）ラノリンアルコールを所定量溶解させて
７０～１００℃に加熱した溶液を、このワックス溶液に徐々に添加すると、溶解していた
オレフィン系ワックスが３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール中に析出して粒子化
し、分散体が得られる。更に、放置して冷却して温度を下げながら撹拌を続けて本発明の
オレフィン系ワックス分散体を得た。
【００４７】
　以下、分散体－２～１０では種々のオレフィン系ワックスを用いて、＜オレフィン系ワ
ックス再析出粒子分散体－１＞に記載した手順を繰り返して本発明のオレフィン系ワック
ス再析出粒子分散体（ワックス分散体）を調製した。各実施例で使用した分散体の配合を
以下に記載する。
【００４８】
＜オレフィン系ワックス再析出粒子分散体－２＞
　オレフィン系ワックス：ＡＣ－６２９　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．０％
　オレフィン系ワックス溶解媒体：α－Ｌｉｍｏｎｅｎｅ　　　　　　　　　１２．０％
　オレフィン系ワックス溶解媒体：Ｉｓｏｂｏｒｎｙｌ　ｃｙｃｌｏｈｅｘａｎｏｌ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．０％
　グリコールエーテルと相溶可能な溶剤：３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７１．０％
　表面被覆用分散剤：ＰＯＥ（４０）ラノリンアルコール　　　　　　　　　　２．０％
【００４９】
＜オレフィン系ワックス再析出粒子分散体－３＞
　オレフィン系ワックス：４５１９２ＢＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　３．０％
　オレフィン系ワックス溶解媒体：ＹＳオイルＤＡ　　　　　　　　　　　　２０．０％
　グリコールエーテルと相溶可能な溶剤：３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７６．０％
　表面被覆用分散剤：ＰＯＥ（１５）オクチルフェニルエーテル　　　　　　　１．０％
【００５０】
＜オレフィン系ワックス再析出粒子分散体－４＞
　オレフィン系ワックス：ＡＣ－５９７　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．０％
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　オレフィン系ワックス溶解媒体：ＹＳオイルＤＡ　　　　　　　　　　　　２５．０％
　グリコールエーテルと相溶可能な溶剤：３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６０．０％
　表面被覆用分散剤：ＰＯＥ（２０）ＰＯＰ（８）セチルエーテル　　　　　　７．０％
【００５１】
＜オレフィン系ワックス再析出粒子分散体－５＞
　オレフィン系ワックス：ＡＣ－８Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
　オレフィン系ワックス溶解媒体：ｐ－Ｍｅｎｔｈａｎｅ　　　　　　　　　　５．０％
　オレフィン系ワックス溶解媒体：Ｉｓｏｂｏｒｎｙｌ　ｃｙｃｌｏｈｅｘａｎｏｌ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
　グリコールエーテルと相溶可能な溶剤：３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７７．０％
　表面被覆用分散剤：ＰＯＥ（４）オレイルエーテル　　　　　　　　　　　　３．０％
【００５２】
＜オレフィン系ワックス再析出粒子分散体－６＞
　オレフィン系ワックス：ネオワックスＬＡ０５　　　　　　　　　　　　　　４．０％
　オレフィン系ワックス溶解媒体：ＹＳオイルＤＡ　　　　　　　　　　　　１８．０％
　グリコールエーテルと相溶可能な溶剤：３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７４．０％
　表面被覆用分散剤：ＰＯＥ（２３）ラウリルエーテル　　　　　　　　　　　４．０％
【００５３】
＜オレフィン系ワックス再析出粒子分散体－７＞
　オレフィン系ワックス：ＡＣ－６２９　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
　オレフィン系ワックス溶解媒体：Ｄｉｈｙｄｒｏｔｅｒｐｉｎｙｌ　ａｃｅｔａｔｅ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５．０％
　グリコールエーテルと相溶可能な溶剤：３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６８．０％
　表面被覆用分散剤：ＰＯＥ（５）ラノリンアルコール　　　　　　　　　　　２．０％
【００５４】
＜オレフィン系ワックス再析出粒子分散体－８＞
　オレフィン系ワックス：ＨＷ２６５０２ＰＥ　　　　　　　　　　　　　　　８．０％
　オレフィン系ワックス溶解媒体：ＹＳオイルＤＡ　　　　　　　　　　　　２５．０％
　グリコールエーテルと相溶可能な溶剤：３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６５．０％
　表面被覆用分散剤：ポリビニルブチラール　　　　　　　　　　　　　　　　２．０％
【００５５】
＜オレフィン系ワックス再析出粒子分散体－９＞
　オレフィン系ワックス：ＡＣ－５９７　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
　オレフィン系ワックス溶解媒体：ＹＳオイルＤＡ　　　　　　　　　　　　２５．０％
　グリコールエーテルと相溶可能な溶剤：３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６８．０％
　表面被覆用分散剤：ＰＯＥ（１５．２）トリベンジルフェニルエーテル　　　２．０％
【００５６】
＜オレフィン系ワックス再析出粒子分散体－１０＞
　オレフィン系ワックス：２２０３Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８．０％
　オレフィン系ワックス溶解媒体：ＹＳオイルＤＡ　　　　　　　　　　　　２５．０％
　グリコールエーテルと相溶可能な溶剤：３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６５．０％
　表面被覆用分散剤：レジンＳＫ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０％
【００５７】
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＜オレフィン系ワックス再析出粒子分散体－１１＞／比較例用
　オレフィン系ワックス：ネオワックスＬＡ０５を溶解しないで粉体の状態でグリコール
エーテルと相溶可能な溶剤：３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノールに投入して分散
体を調製した。
　得られた分散体は、＜オレフィン系ワックス再析出粒子分散体－６＞のところで記載し
たものと同様な配合となるが、オレフィン系ワックス溶解しないで粉体の状態で投入する
ことからオレフィン系ワックス溶解用媒体及び表面被覆用分散剤は使用していない。
【００５８】
＜オレフィン系以外のワックス再析出粒子分散体－１２＞／比較例用
　ワックス：ヒマシ油ワックス系ＤＩＳＰＡＬＯＮ４３００　　　　　　　　　８．０％
　ワックス溶解媒体：ＹＳオイルＤＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５．０％
　グリコールエーテルと相溶可能な溶剤：３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６０．０％
　表面被覆用分散剤：ＰＯＥ（５）ラノリンアルコール　　　　　　　　　　　７．０％
【００５９】
＜オレフィン系以外のワックス再析出粒子分散体－１３＞／比較例用
　ワックス：ヒマシ油ワックス系ＤＩＳＰＡＬＯＮ３０５　　　　　　　　　　８．０％
　ワックス溶解媒体：ＹＳオイルＤＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５．０％
　グリコールエーテルと相溶可能な溶剤：３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６７．０％
【００６０】
＜オレフィン系以外のワックス再析出粒子分散体－１４＞／比較例用
　＜オレフィン系ワックス再析出粒子分散体－１＞のところで用いたオレフィン系ワック
スＡＣ－９Ａを変性アマイドワックスに変え、表面被覆用分散剤を用いなかった以外は、
同じ操作手順で分散体を調製した。
　ワックス：変性アマイドワックスＤＩＳＰＡＬＯＮ６６５０　　　　　　　　５．０％
　ワックス溶解媒体：ＹＳオイルＤＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５．０％
　グリコールエーテルと相溶可能な溶剤：３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７０．０％
【００６１】
＜オレフィン系以外のワックス再析出粒子分散体－１５＞／比較例用
　＜オレフィン系ワックス再析出粒子分散体－１＞のところで用いたオレフィン系ワック
スＡＣ－９Ａをアマイド／ポリエチレン系に変え、表面被覆用分散剤を用いなかった以外
は、同じ操作手順で分散体を調製した。
　ワックス：アマイド／ポリエチレン系ワックスＤＩＳＰＡＬＯＮ　Ｆ－９０５０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
　ワックス溶解媒体：ＹＳオイルＤＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５．０％
　グリコールエーテルと相溶可能な溶剤：３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７０．０％
【００６２】
＜オレフィン系ワックス再析出粒子分散体－１６＞／比較例用
　＜オレフィン系ワックス再析出粒子分散体－１＞のオレフィン系ワックスをオレフィン
系ワックスであるＬＡ０５に変え、溶剤３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノールをキ
シレンに変えた以外は同じ操作手順で分散体を調製した。
　オレフィン系ワックス：ネオワックスＬＡ０５　　　　　　　　　　　　　　５．０％
　オレフィン系ワックス溶解媒体：ＹＳオイルＤＡ　　　　　　　　　　　　２５．０％
　溶剤：キシレン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６８．０％
　表面被覆用分散剤：ＰＯＥ（５）ラノリンアルコール　　　　　　　　　　　２．０％
【００６３】
＜オレフィン系ワックス再析出粒子分散体－１７＞／比較例用
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　＜オレフィン系ワックス再析出粒子分散体－１＞のオレフィン系ワックスをオレフィン
系ワックスである３０２００Ｂに変え、ワックス溶解媒体ＹＳオイルＤＡをポリプロピレ
ングリコールに変えた以外は同じ操作手順で分散体を調製した。
　オレフィン系ワックス：３０２００Ｂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
　オレフィン系ワックス溶解媒体：ポリプロピレングリコール（分子量４００）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５．０％
　グリコールエーテルと相溶可能な溶剤：３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６８．０％
　表面被覆用分散剤：ＰＯＥ（５）ラノリンアルコール　　　　　　　　　　　２．０％
【００６４】
＜オレフィン系ワックス再析出粒子分散体－１８＞／比較例用
　オレフィン系ワックス系再析出粒子分散体は添加せず、３－メトキシ，３－メチル，１
－ブタノールだけを５重量％添加した。
【００６５】
　ワックス粒子分散体と混合する評価用インキ組成物は以下の配合を有した。
＜評価用インキ組成物－１＞
　スピロンバイオレットＣ－ＲＨ　　　　　　　［保土ヶ谷化学工業製］　　　８．０％
　スピロンイエローＣ－ＧＮＨ　　　　　　　　［保土ヶ谷化学工業製］　　　５．０％
　Ｐｒｉｎｔｅｘ＃３５　　　　　　　　　　　［デグッサ社製］　　　　　　８．０％
　ポリビニルブチラール　ＢＬ－１　　　　　　［積水化学製］　　　　　　　４．０％
　ハイラック１１０Ｈ　　　　　　　　　　　　［日立化成製］　　　　　　　５．０％
　ＧＷＩＳ－１２５　　　　　　　　　　　　　［日本エマルジョン製］　　　５．０％
　３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール　　　　　　　　　　　　　　６５．０％
【００６６】
＜評価用インキ組成物－２＞
　スピロンブルーＣ－ＲＨ　　　　　　　　　　［保土ヶ谷化学工業製］　　　８．０％
　スピロンバイオレットＣ－ＲＨ　　　　　　　［保土ヶ谷化学工業製］　　　４．０％
　クロモフタルブルーＡ－３Ｒ　　　　　　　　［チバガイギー社製］　　　　８．０％
　ポリビニルブチラール　ＢＬ－１　　　　　　［積水化学製］　　　　　　　４．０％
　ハイラック１１０Ｈ　　　　　　　　　　　　［日立化成製］　　　　　　　８．０％
　オレイン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５％
　エチレングリコールモノフェニルエーテル　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
　３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール　　　　　　　　　　　　　　６２．５％
【００６７】
＜評価用インキ組成物－３＞
　スピロンバイオレットＣ－ＲＨ　　　　　　　［保土ヶ谷化学工業製］　　１０．０％
　クロモフタルバイオレット　Ｂ　　　　　　　［チバガイギー社製］　　　　５．０％
　ポリビニルブチラール　ＢＬ－Ｓ　　　　　　［積水化学製］　　　　　　　３．０％
　ハイラック１１０Ｈ　　　　　　　　　　　　［日立化成製］　　　　　　　８．０％
　エチレングリコールモノフェニルエーテル　　　　　　　　　　　　　　　　５．０％
　３－メトキシブタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３．０％
　３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール　　　　　　　　　　　　　　５６．０％
【００６８】
＜評価用インキ組成物－４＞
　スピロンバイオレットＣ－ＲＨ　　　　　　　［保土ヶ谷化学工業製］　　　８．０％
　スピロンイエローＣ－ＧＮＨ　　　　　　　　［保土ヶ谷化学工業製］　　　５．０％
　Ｐｒｉｎｔｅｘ＃３５　　　　　　　　　　　［デグッサ社製］　　　　　　８．０％
　ポリビニルブチラール　ＢＬ－１　　　　　　［積水化学製］　　　　　　　４．０％
　ハイラック１１０Ｈ　　　　　　　　　　　　［日立化成製］　　　　　　　５．０％
　３－メトキシブタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０％
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　３－メトキシ，３－メチル，１－ブタノール　　　　　　　　　　　　　　６０．０％
【００６９】
　これらの評価用インキ組成物に、発明例及び比較例の分散体を加え、最終インキ組成物
を作成し、それらを実施例１～４０及び比較例１～３２とした。最終インキ組成物にする
ための配合量としては、下記の通りである。
　ワックス粒子分散体：５重量％
　評価用インキ組成物：９５重量％
　種々の評価用インキ組成物と、発明例及び比較例分散体の組合せは評価結果をまとめた
表を参照されたい。
【００７０】
　以上の様に実施例や比較例で得られたインキを充填し、下記評価テストを行った。
　試験に用いたボールペンは、内径１．６０mmのポリプロピレンチューブ、ステンレスチ
ップ（ボールは超硬合金で、直径１．０mmである）を有するものである。また、充填した
後、２５℃６５％条件下にて３０分後に以下の評価を行った。
【００７１】
　１）　書出時カスレ評価（官能評価）
　「三菱」という文字を書き、文字のカスレ度合いを次の基準を用いて判定した。
　　ほとんどカスレないもの（「三」の２番目の線以降かすれない）；○
　　少し多いもの（「菱」以降かすれない）；△
　　非常に多いもの（「菱」が最後まで書けない）；×
とした。
【００７２】
　２）　書出時カスレ評価（機械評価）
　２５℃６５％条件下にて、ペンを角度６０°にセットし、２００ｇの荷重をかけ、接触
する紙を２ｍ／minの速度で動かし、その筆記描線を観察した。その際の、始点から書出
が開始した描線の距離を測定する。ペンは５本用意し、その平均値を計算して測定値とし
た。
　尚、長期的なカスレ性を観察するために、充填後の放置期間は１日間とした。
　　測定値≦５０mm：○
　　５０mm＜測定値≦１００mm：△
　　１００mm＜測定値：×
とした。
【００７３】
　３）　筆記性評価／線割れ性（官能評価）
　室温下でＰＰＣ用紙を用い、連続的にラセン状に筆記した時の描線の線割れ（筆記時に
インキが転写しない部分）度合いを観察し、以下の基準を用いて判定した。
　　ほとんど線割れしないもの、僅かに線割れする程度のもの；○
　　少し線割れが多いもの；△
　　非常に線割れが多いもの；×
とした。
【００７４】
　４）　低温安定性・筆記性評価／線割れ性（官能評価）
　０℃の周囲環境に３日間放置し、取り出し１時間後に、室温下でＰＰＣ用紙を用い、連
続的にラセン状に筆記した時の描線の線割れ（筆記時にインキが転写しない部分）度合い
を観察し、以下の基準を用いて判定した。
　　ほとんど線割れしないもの、又は僅かに線割れする程度のもの；○
　　少し線割れが多いもの；△
　　非常に線割れが多いもの；×　
とした。
【００７５】
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　５）　低温安定性・インク気液界面及び沈降物評価（官能評価）
　調製したインキ組成物を２０mlのガラス瓶に密栓して保存し、０℃と５０℃とを１２時
間サイクルで変化する恒温層に２週間放置した。取り出した後、気液界面上に異物の発生
を目視にて観察し、また、沈降物の発生を金属製のヘラ（スパチュラ）にて低部をすくい
取る様にかき混ぜ観察し、以下の基準を用いて判定した。
　　気液界面上での異物や沈降物がほとんど確認できないもの、無いもの；○
　　気液界面上での異物や沈降物が僅かに確認できるもの；△
　　気液界面上での異物や沈降物がはっきりと確認できるもの；×
とした。
【００７６】
　これらの評価結果を次の表に示す。
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【表１】

【００７７】
　これらの結果から明らかなように本発明の範囲内である実施例１～４０のインキ組成物
は、本発明の範囲外となる比較例１～３２のインキ組成物に比べて、書出時のかすれに対
して非常に優れ、筆跡の柔らかく滑らかな筆感にすることに優れ、しかもインキの経時的
な安定性に優れることで筆記時の線割れ等も格段に向上することが判明した。
【００７８】
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　したがって、本発明によれば、従来の方法とは異なり、書き出し時の筆記カスレを抑制
し、筆跡の柔らかく滑らかな筆感にすることに優れ、インキの経時的な安定性に優れるこ
とで筆記時の線割れ等も格段に向上することを可能にしたボールペン用インキ組成物が提
供される。
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